




Language teaching for the hearing impaired young children 
by experience book -experience book approach-
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1　絵の理解 2　絵によるイメージの想起 3　イメージの広がりと文脈 4　イメージと記号の結びつ 5　イメージと記号の結びつ 6　その他
（「物の絵本」や日常生活 （絵に基づく経験の再認・ 化 き き （文字の利用）
























～ ・身振り等で表しながら、 のイメージと結びつけてと 情・指さし・身振り・声等




























































































■ 27 35 いことばに出会うと戸惑う われたり、ヒントを与えられる

















































1　絵の理 2　絵によるイメージの想 3　イメージの広がりと文脈化 4　イメージと記号の結びつき 5　イメージと記号の結びつき 6　その他

























わ 314 422 ・説明・報告・感想・意見理由
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（2）1984年（昭59）代以降のもの（今様） （筑波大学附属聾学校紀要第10巻より）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　（筑波大学附属聾学校紀要第10巻より）
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おわりに
　「絵日記アプローチ」の効果的な扱いを工夫す
る上でまず踏まえておくべきことは、聴覚障害児
に対する言葉の指導の本質や特質を正しく把えて
おくことである。
　何故ならば、指導の前提となる言葉も、その持
ち主や使い手として育つべき子どもも、それ自体
カミ元来、共に複雑千万なものであり、その双方の
統合過程である言葉の指導たるや益々もって複雑
さを倍加させるにちがいないからである。その意
味では、以下のような事実をしっかりと頭に入れ
て指導にかかることカミ必要である。
　着目すべき大前提である「言葉の指導とは何
か」を要約すれば答えは、次の通りである。
（1）聴覚さえ健常であれば、本来は、神様か自然
　カミやってくれたはずの「言葉の発達」とか「母
　国語の形成」なるものを非力な人間の力によっ
　て肩代わりをすることである。
　　したがって、非常に手がかかりその作業が極
　めて困難なものとなるのは至極当然のことと
　言ってよいであろう。「聴覚障害」という障害
　は24時間継続するし、それに対応するには24時
　間の障害に対する手当や補償が必要とされてく
　る。
（2）聴覚障害児の複雑なトータルオルガニズム
　（人間全体）の形成、すなわち潜在能力の顕在
　能力化、あるいはマキシマム・グロース（最大
　限の成長発達）という作業過程に複雑な言葉の
　発達を組み込み、統合していくことであるであ
　る。
　　一瞬一瞬の息の長い言葉がけや言葉でのやり
　とりと、それを可能にするあの手、この手の思
案が必要とされることは言うまでもない。
（3）聴覚障害児が遺伝的に内在させているLAD
　（Language　Acquisition　Device言語習得装置）
　を頻度多く、しかも豊かに言葉で刺激すること
　によって、ノーマル・ランゲージ・センス
　（normal　language　sence正常な言語感覚）や日
本語の感覚を触発することである。
④毎日くり返される生活日課の中で、日本人と
　して共通にもつべきものの見方、考え方、感じ
　方、振る舞い方を育てつつ、同時にその抽象さ
　れたシンボルである日本語（言葉）を育ててい
　く仕事である。
（5）日本という共同体に生きる聴覚障害児のため
　の母国語形成指導であり、日本人共通の母国語
　である日本語（言葉）を社会一般の人々と共有
　できるようにするための指導である。
　　生まれつきの聴覚障害児や早期に失聴した聴
　覚障害児は、手話もなければ言葉もない、それ
　こそ言語に絶する世界にまず生きているという
　ことに着目すべきである。その時点においては
　手話が母国語であるなどという事実も存在しな
　い。手話もまた学習によって身につけるものな
　るが故である。
（6）聴覚障害児自身の言葉（日本語）の発達を促
　すことであり、最大限に言葉カミ正常に発達して
　いくように教師や言語聴覚士、両親、家族と
　いった周囲の人たちが手を貸してやることであ
　る。
（7）言葉、すなわち日本語によって、よどみなく
　感じ、考え、認識し、きく、話す、読む、書
　く、行動するといったことができるようにする
　ことであるる。
（8）その時その時、子どもが経験する内部世界や
　外部世界を言葉によって染め上げ、子どもの心
　のひだに言葉を浸透させ、心の座に言葉を根付
　かせ、言葉の世界を築き上げていく仕事であ
　る。
（9）子どもの頭の中に言葉の網の目を多重・多層
　的に濃密に張りめぐらすことであり、パーソナ
　リティと一体化するほどの言葉の言葉のネット
　ワークづくりをすることである。
⑩母親と子ども、あるいは教師と子ども、場合
　によっては言語聴覚士と子どもの愛情に裏打ち
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された心の交流、イメージの共有に言葉を乗
せ、言葉を刷り込み、育てていく作業である。
aD　毎日の生活の中で、子どもを言葉（日本語）
　の風呂にひたし、言葉を吸収、理解させ、言葉
　の貯金を豊かにし、その利子として徐々に自然
　に自発的に言葉が使えるようにしていくことで
　ある。
　となれば、聴覚障害児の言葉の指導なるもの
は、とても一筋縄では成功おぼつかなしであり、
様々な手法の工夫があって然るべきで、「絵日記
アプローチ」の出現もまた人間の知恵の及ぶとこ
ろ、ごく自然の成り行きではあるまいか。
　要するに、言葉の指導の上で、たとえ経験的に
であれ、公約数的に効果があると認められれば、
指導法として定立でき、一般化できると考えるべ
きであろう。聾学校の世界では「絵日記」の「功
罪」という捉え方もあるが、「罪」の方は、「絵日
記アプローチ」そのものに起因するのではなく
て、指導者側の取り上げ方や扱いの悪さ、あるい
は未熟さにあると指摘しておく。功罪を論ずるこ
とよりも、むしろ、「絵日記アプローチ」を積極的
に活用してみること、実践してみること、そして
母親への手引きを親切に、丁寧にわかりやすく実
施することこそ肝要である。聴覚障害という24時
間障害に起因する言葉の発達障害を克服するに
は、たとえ、どんなに面倒な作業があるにせよ万
策を尽くす必要があることを専門家たる者は常に
忘れてはなるまい。
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